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中学部では、木工班、家庭生活班、農工班（農業グループ、紙工

グループ）に分かれて作業学習を実施しています。１１月２４日

（金）の授業参観日には、作業製品の対面販売会を実施しました。

保護者の方々への製品紹介や会計業務等を通して、様々な情報

を整理して伝える力や、状況に応じて対応する力等を身に付けるこ

とが大切であると改めて感じることができました。作業製品が次々

に手に取られていく様子を見て、生徒達も満足感や達成感を感じ

ることができたようでした。 

   

 

  

小学部、中学部、高等部の学習の様子をお伝えします。 
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農作業体験会 

 

 

 

 

 

 

今年度もＪＡ福島中央会様の協力に

より、農福連携事業である農作業体験

会に参加してきました。将来流通業や農

作業を行う事業所を希望する高等部１０

名が参加し、ナスの収穫と調整作業を体

験しました。生徒からは「楽しかったので

集中してできた。」「分かりやすく教えて

いただいたので上手にできた。」などの

声が聞かれました。満足した表情で終え

ることができてよかったと思います。 

 

今年度は、福島県警察音楽隊

をお招きし、小・中学部を対象に

「学校安全コンサート」を実施し

ました。親しみのある曲に身体を

動かしたり、カラーガードの演技

に目を輝かせたりするなど、自由

に表現する子どもたちの姿が多く

見られ、音楽のすばらしさを改め

て感じるコンサートとなりました。 

 

 

地域の友達と交流を図る二つの活動を行うことができました。 

一つ目は、大笹生小学校との交流及び共同学習です。今年度２回

目ということもあり、お互いに前回よりも早く打ち解け、和やかな雰

囲気で交流を深めることができました。二つ目は居住地校交流で

す。居住する地域の小学校で、音楽や国語などの学習を一緒に行

いました。小学校の友達の積極的なかかわりで、あっという間に仲

良くなり楽しみながら一緒に学ぶことができました。 

今後も子どもたちが地域とつながりながら生活できるよう、交流

をはじめとする様々な活動を進めていきたいと思います。 

１１月６日（月）から１７日（金）の２週間は校内、校外にて今年度２回目の

後期産業現場等における実習を実施しました。生徒たちは実際の職場を想

定した実習の中で、将来の就労等に向けてそれぞれ自分の目標を設定し、真

剣に取り組むことができました。また、実習を通し仕事内容や社会生活での

マナー、あいさつや言葉遣い、仕事の厳しさややりがいなど、多くのことを学

ぶことができました。特に、３年生は学校生活最後の実習となり、それぞれの

実習先で緊張感をもって仕事に取り組む姿が見られました。 
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